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Anxiety is one of the key affective variables in language learning situations. Since a 

literature review done by Scovel in 1978， some studies on this variable have come to be 

conducted， but they provide us only with some isolated information. The purpose of this 

paper is to examine how these studies have progressed and to elucidate on what they have 

revealed. This review also demonstrates the development of studies on anxiety in language 

learning situations. It also discusses that there are some negative correlations between language 

anxiety and proficiency such as vocabulary and oral production. 

学習者の情意的側面は一般的に言語潔得にも大きな影響を及ぼすと言われてきたが，どのように言語学習に関

わっているのかはまだ十分に解明されていない.情意、領域の研究が遅れているのは，お互いに関わりあっている

情意因子の複雑さに加えて，震支援観察して数議化できない性質をもっているためでもある.

学習者の anxietyの研究は主として教育心理学の分野で研究が進められてきたが，それらの研究方法や研究結

果を踏襲して，言語教育においても anxietyと言語学習の関わりの研究が次第に進められはじめた.本稿ではこ

れらの研究がいかに行われ，どの程度にまで解拐されたかを文献研究によって探ってみたい.

Scovelによる Anxietyの定義

言語学習の領域における学習者の不安は Scovel(1978)の定義がもっともよく引用されている. Scovelは，

Hilgard， Atkinson， and Atkinson (1971) 1)の文献に基づいて，次のように定義している.

Anxiety is commonly described by psychologists as a state of apprehension， a vague fear that 

is only indirectly associated with an object 2). 

この定義によると anxietyとは「未来のことについての気遺い，懸念，心配jであり， rある対象に向けられ

た漠然とした不安jである. Maslowの欲求階層説に当てはめると，それは安全欲求の現れであり，人間の欲求

としては基本的ないわゆる低い次元の欲求のカテゴリーに属するものである.

教育心理学の分野での先行研究

Anxietyは一般的に学習を阻害すると信じられ，教育心理学の分野で数多くの研究が行われてきたが，学習に
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及ぼす影響はそれほど単純なものではなかった.たとえばVermaand Nijhawan(1976)はinteJligenceの高い学

習者に不安があると学習が促進され， inteJligenceが低い学習者に不安があると学習がうまく進まないという研

究結果を報告している 3). Beeman， Martin， and Meyers(1972)は学習の段階によって，学習の初期段階では

不安が学習の阻察要図になり，同じ学習活動が進められた後の時点では促進喜空間になっていることを報告してい

る吋. Spielberger(1966)も， anxietyはIQの高い生徒には積極的に学習しようとする動機となり， IQの低い生

徒にはマイナスになるとL、う仮説をたて 5)，後に Gaudryand Fitzgerald(1971)がこの仮説を検証しているの.

AnxietyとLangnageAcquisitionの初期の研究

言語学習の領域でも 1960年代になって情意領域の研究が進むようになり，その一部として anxietyの問題が

取り上げられてきた.ところが先行研究では anxietyが及ぼす学習上の影響についてかならずしも一致した結論

が得られなかった. Swain and Burnaby(1976)は英語を話す子供を対象にしたフランス語の immersionpro匹

gramの中で，フランス語の能力と不安にはマイナス相関があることを発見したが，他の能力尺度を用いると務

関関係が見られないという矛盾した結果を得た7) Tucker， Hamayan， and Genesee(1976)もフランス諮と不

安の関係を研究して，あるレベノレの能力はマイナス相関があるが，刻のレベルでは相関が見られないという矛~

した結果を得ているめ. Chastain (1975)は audio心ngualmethodで学んだ学習者のフランス議の成緩と anxle-

tyはマイナス椅関があり， traditional methodでドイツ語とフランス諾を学んだ学習者の成綴と anxietyには相

関がなかったことを報告している 9). このような先行研究を振り返って， Scovelは次のように述べている.

The research into the relationship of anxiety to foreign langu証gelearning has provided mixed 

and confusing results， immediately suggesting that anxiety itself is neither a simple nor welト

understood psychological construct and that it is perhaps premature to attempt to relate it to the 

global and comprehensive task of language acquisitionlO). 

Anxietyの概念の縮分化

Anxietyとlanguage achievementの相関を調べて出て来る矛盾の原因の 1つに anxietyそのものが媛味で漠然

としていることから anxiety'念総分化して研究する動きが出てきた.その 1つに facilitating anxietyと

debilitating anxietyという考え方がある. Faci1itating anxietyとは，たとえば母国語の話者が避けるような

構文を学習者が進んで使うよう自らに促す衝動をぎい(例 Nervousness while using English helps me do 

better. )，その反対の衝動を debilitatinganxietyという.

Facilitating anxiety is an increase in drive level which results in improved performance while 

debilitating anxiety is an increase in arousal or drive level which leads to poor performancell). 

Alpert and Haber(1960)はこのような 2つの anxietyに基づいて Facilitating/DebilitatingAnxiety Scaleを

開発した 12) この scaleを用いた研究の中に Kleinmann(1977)がある.後の研究では，スベイン諮やポノレトカソレ

語を母国語として話す英語学官望者の場合， facilitating anxietyの高い学生は，文の構造が母国語とは全く異なっ

て難しい infinitive complementや directobject pronouねなどの言語事項を進んで、使う傾向があると L、う結果

が得られた.またアラビア語を母国語とする学習者でもi弓じような結果を得ている 13)• 

Bailey (1983)は日訟によって competitiveness(競争心)と anxietyの関係を細かく記述してとらえ，競争心を

持った第二言語の学習者が自分と他の学習者や理想の自己を比べて anxietyを持ち，それが二通りに作用する過

程 (facilitatinganxiety / debilitating anxiety)をもっとも純化した形で、図解している 14)(Fig.l) • 

Anxietyを210の観点から， trait anxietyとstate anxietyとして捉える考え方もでてきた. Trait anxietyとは

どのような状況であっても不安になる可能性 Oikelihood)である.高い trait anxietyを持った人は認知活動

(cognitive functioning)が弱まり，記憶が邪魔され，回避行動をするようになる. State anxietyは，例えば試

験の前のような特定の状況下で経験される不安である.一般的に不安傾向 (trait anxiety)の高い人は，特定の
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Fig. 1 Competitiveness and the second language learner 

ストレスがある状況下ではより高い state anxietyを示すことになる. Trait anxietyとstate anxietyについて

Young(1986)は次のようにまとめている.

Whereas state anxiety reflects an“unpleasant emotional state or condition ，" trait anxiety is 

regarded as a “relatively stable individual difference in anxiety-proneness as a personality trait " 

State anxiety is marked by subjective feelings of worry， apprehension， nervousness， and tension 

and by activation of the individual's nervous system. It is transitory; that is， it is not a 

long網 lasting personality feature but a feature that surfaces in response to a particular 

situation 15). 

State anxietyの概念念基盤にして，特定の状況で起こってくる不安 (situation specific anxiety)を調べよう

とする研究もでてきた.言語学習における特定の状況で起こる不安は一般的に languageanxietyとぎわれる.

Trait anxietyとlanguage anxietyがそれぞれ言語学習にどのように関連を持っているのかが調査された.

Lalonde and Gardner (1984)は態度とモーティベーションの原因の研究で trait anxietyは態度やそーティ

ベーションに影響しないが， language anxietyの役割は認められたと報告している 16) Horwitz(1986)の研究で

は languageanxietyとtraitanxietyの関係は見られなかった17). Gardner， Moorcroft， and MacIntyre(1987) 

は language anxietyとvocabulary productionの関係は認められるが trait anxietyとsecond-language

productionの相関は認められなかったと述べている 18).

言語学習の場簡に基づき languageanxietyの内容をより具体的に分けた研究もある.日orwitz，Horwitz，如d

Cope(1986)は外国語学習者の悶xiety~ communication apprehension， fear of negative evaluation， test 

anxietyの3つに分けて考えた 19). 第 lに，外隠語を学ぶ生徒は考え方は大人の思考を持っているが，それを表

現するための語数は乏しい.自分をうまく表現できないことや，他人の言ったことがわからないことからくるブ

-51-



(竹田)

ラストレーションや不安 (communicativeapprehension)がある.第 2に，学習者はお分が窓関していることが

うまく伝わったかどうか，どのように評価されているかを気遺う (fearof negative evaluation)，第3に学習者

はたえず能力をテストされる不安 (testanxiety)を持っている.彼らはこの 3種類の不安が言語学習に惑い影響

を及ぼしていると考えた. Bailey(1983)は他言語を認している人の英語 (Eng!ishto Speakers of Other Lan-

guages)学習の中で想定される不安の原因を示している.

• Comparison of oneself with other students， either for their performance， or for their anxiety levels. 

• One's relationship with the teacher， either in relation to one's perception of the teacher's expectations 

or one's need to gain the teacher's approval. 

• Tests. 

• Comparison with oneself， and one's own personal standards and goals:O) 

Anxiety測定法の開発

不安は直接的に観察できるものではないから，ある一定の状況のもとで人がどのように感じたり，怒ったりす

るかを第三者が推測する以外にない.換測の資料を得る方法としては，質陪紙法がもっともよく用いられ， fd!に

日記法やDigitSpan Testがある.

Anxietyは単純にそれだけが調資研究されるよりも， attitude and motivationの研究の中で，情意悶子の一

部分として取り上げることが多かった.第二言語学習における anxietyの役割古見きわめようとする最初のころ

の研究は心理学によって作られた一般的な不安測定の尺度を用いた.この尺度の代表的なものは Sarason Test 

Anxiety Scale (1958) 21)やTaylorManifest Anxiety Scale(1953)22)であった.これらの尺度を用いた研究には，

Chastain (1975)23)や Gardnerand Lambert (1959)切などがあるが，一貫して学習との有意な相関を導き出せな

かった.

Anxietyそのものを， trait anxiety， state anxeity， language anxietyなどに細分化して考えるようになって

質問項目もそれに合わせて作られた.例えば Sarason(1986)のTestAnxiety Scale2S)や Spielbergerの State

Anxiety Scale2のがある.

日y(1986)も自己意識 (self-consciousness)と，学官若者が授業に出たときに経験する戸惑い (embarassment)を

表す不安テスト (Scaleof Language Class Discomfort)を開発した.

情;窓関子を測る質問紙の一昔sとして Elyが作った Language Class Discomfortの項目は次の 5項目である.

この質問項目はすべて speakingにおける不安宏想定して作られているので，さらに他の領域(Iistening，read-

ing， writing)での不安の項目も問う必要があろう.

• 1 don't feel very relaxed when 1 speak Spanish in class. 

• Based on my class experience so far， 1 think that one barrier to my future use of Spanish is my 

discomfort when speaking. 

• At times， 1 feel somewhat embarrassed in class when I'm trying to speak. 

• 1 think I'm less self-conscious about actively participating in Spanish class than most of the other 

students. 

• 1 sometimes feel awkward speaking Spanish:7) 

学習者が笑際に言葉在学んでいるときに感じたり見たりしたことを記録して，それに基づいて情意図子を分析

すると L、う研究もある.このような日記による自己申告を通しての研究は， r学習者が言語学習上の出来事や自

分の気持ちを体系だてて素箆に議き，その後， B記に書いた率柄を公の尽に触れるために，他人の名誉を傷つけ

たり，自分にとって都合の惑い事項は削除するなどして議きなおしをする.研究者はその記載事項の中で言語学

習にとってZ重要である部分の検討をしていく JとL、う形で進められる.

Digit Span Testは，長さの異なる一連のアラビア数学安聞いた後で、その数字を前や後ろに繰り返す作業を課
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すテストである.このテストは短郊の記憶力と築中力を必要とするから，それによって state anxietyの影響力

を調べることができると考えられた.いろいろな不安状況を窓図的にっくり，現れる作業能率を調べて不安を数

量化した.この Digit Span Testを用いた古い研究としてば Moldawskyand Moldawsky(l952)があるが 28)，

現在の研究でも他の不安尺度と併用して使われることがある.最近の研究では MacIntyreand Gardner(1991) 

がフランス語と英語による DigitSpan Testを行っている 29¥

Language Anxiety ti¥ Language Achieve蹴 entに影響を及ぼすメ力ニズム

Anxiety scaleの開発と因子分析などの統計処理の進歩によって anxietyが言語学習の成功の鍵を握る要因の

一つであることが明らかにされてきたが anxietyが学

習者の achievementに影響していくメカニズムはどの

ようになっているのであろうか. GardnerやLambertは

attitudeおよび motivationとlanguage achievement 

の関連を調べる一連の研究で，不安をモーティベーション

と関連するー図として考えた. Baileyは facilitating

anxietyとdelibitating anxietyがどのように学習に作用

するかを顕示している.

(p.51 Fig.1) 

Ely(1986)は不安が学力に及ぼすメカニズムを学習者

の授業中の言語活動への参加 (classroomparticipatio討

を軸にして考えた.学習者の{賛意図子が授業中の自発的

な言語活動に影響し，そのクラス参加の程度が言語学力

に影響を及ぼすと言うのが基本的な考え方であった.

(Fig.2) 

この仮説に慕づき検証が試みられた.その結果，授業

Concern 

for 0 

Grade 

Discomfort 

Fig. 2. Theoretical model for investigation 

中の不安 (classroomdiscomfort)と冒険心 (risktaking)

と社交性 (sociability)は学力とそれぞれマイナス相関し，腎険心は授業中の言語活動への参加とプラスの相関が

あることを明らかにした 30)

6剛最近の研究成果

Scovel(1978)のliteraturereview以降の研究では anxiety宏細分化して， language learningのいろいろな側

面との棺関をみるとL、う方向に研究が進んだ.その結果次のことが明らかにされた.

前述したように traitanxietyに関する研究では， trait anxietyはlanguagelearningにほとんど影響を及ぼさ

ないことが明らかにされた. Lalonde and Gardner(1984)の言語学溜における態度やmotivationの要因の研究

では language anxietyの役割は切らかにされたが trait anxietyの役割は証明されなかった 31) Gardner， 

Moorcroft and M品cIntyre(1987)でも， trait anxietyとsecondlanguage productionには相関関係が見られな

かったと報告している 32)

Language anxietyとproficiencyの関係を調交する研究が数多く行われるようになり，一般的にマイナスの相

関があることが明らかにされてきた. Lalonde and Gardner(1984)は situational anxietyすなわち language

anxietyが学習態度や motivationに影饗していることを切らかにした33). Steinberg and Horwitz(1986)は第二

言語習得の場で作為的に anxietyを引き出したグループと anxietyのレベルを下げたグループを作り比較して，

学習者は anxiety levelが高くなると，暖味な場面に対して，事実だけを述べて，自分の解釈は差しはさまない

傾向があることを明らかにした 34) Gardner， Moorcroft and MacIntyre(1987)は， French class anxietyと

French use anxietyが語傘カに影響を与えることを明らかにした 35) MacIntyre and Gardner(1988)は原子分

析によって，第2因子として取り出した French class anxiety， French use anxiety， English class anxiety， 

Audience anxietyを含む霞予がフランス諾の語重量カとマイナスの相関があると報告して，その原因:z.本来は営

ハペ
υ

F
h
d
 



(竹田)

語運用 (performance)に割り当てられる注意力のエネノレギ…や認知的なエネノレギーを anxietyが消費するためで、

あろうと予想している 36).

Anxietyが影響を及ぼすと予想される古学習のしろいろな側面に焦点を当てた研究もある. Toるias(I986)は，

学潔を input， processing， outputの3段階に分けて調べ，いずれの段階においても anxietyが情報を分析する

カを弱めるとしている37).その他の研究でも language anxietyがoutput stageで，言語運用能力に影響を及ぼ

していることが明らかになってきている. Bailey(I983)は臼記によって授業の中の学潔者心理をダイナミック

に捉え anxietyとoralproficiencyには，前者が後者に影響しているのか，あるいは後者が前者の原因なのか

わからないが，いずれにしても両者には確かに関係があると結論している 38).

Ely(1986)では内向性の学習者は不安 (discomfort)を持ち，進んで物事に答えようとせず， ，言語運用能力も

劣っていることを切らかにした39). Maclntyre and Gardner(I991)の研究でも anxietyは長期記憶したもの

を取り出す過程に邪魔をする要問となりうるから productionは影響を受けるとしている. Input stageでも

anxietyはマイナス効果をもたらしているように考えられると述べ anxietyが原因で短期記憶が弱められ，理解

力に影響が出ると捻論している 40).

今後の課題

Target languageでコミュニケーションを図るときの不安が言語能力に影響を及ぼす一方で，言語能力も state

anxietyに絶えず影響を与えている.たとえばフランス諾の授業を想定すると，授業の中で起こってくるいろい

ろな不安(Ianguage anxiety)がフランス昔話の能力に影響する.その能力が足りないために不安が強化される.

Anxietyと言言語の能力はこのような循潔 (circularity)をしているものらしい.これまでぎ諮学習の領域での叩xi嶋

etyが縮分化され，言語能力との棺関が調査研究されてきた.設j庄は言語学習の状況も細分化され anxietyとの

関係が研究されている.言語学習状況の中で不安が言語能力に影響するメカニズムがさらに仮説され検証される

ことによって，今後その実態、が解明されることになるであろう.
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